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＜研究成果の概要＞ 

【研究目的】 

学級力向上プロジェクトとは，田中（2013,2014）による新しい学級づくりの手法である。児童生徒が「学級

力アンケート」と呼称する調査を実施し，その結果をレーダーチャート形式で可視化して表現する「学級力セル

フ・アセスメントシステム」を活用し，学級改善のための主体的な取り組みを行うプロジェクト学習である。 

本手法は，学級経営を苦手とする教員や，学級経営の基礎・基本を身に付ける必要のある若手教員によるより

よい学級経営の推進に，またいじめ防止教育としての効果が期待されている。本研究は，学級力を普及・発展さ

せるための調査研究を通じて，学級力向上研究会を開催することを目的としている。 

【主たる成果及び，結果の教育機関，地域社会への還元並びに成果】 

前期は，学級力普及のために，新潟県や愛知県を中心に，県内公立小・中学校への啓発と共同研究を行った。

具体的には，以下の３点である。一つは，学級力を分かりやすく伝えるためのイラスト（以下，漫画）を描いて

もらう専門家との打ち合わせを行い，原案を作成した。二つは，専門家との打ち合せを兼ねて，県外の研究会や

小学校への訪問と調査を行った。三つは，学級力を取り入れる教員を募ると共に，本プロジェクトに参画してい

るメンバーが，学級力に着目した学級経営の実践をおこなった。 

各小・中学校では，同僚の教員並びに，共同研究者が準備段階から学級力に関わることにより，学級力の手法

を身近に感じさせることができたと考える。また，学級力への視野を広げさせることができた。 

学校外においては，ホームページや制作したポスターを中心に，学級力向上研究会への姿勢を地域社会に伝え，

さらには学校への理解と好意的評価につなぐことを行った。また，名古屋市教育センターを初め，各地域の教育

センターに学級力を呼びかけ，若手教員の学級経営を高める取り組みを提案した。その際，漫画入り冊子を通じ

て，誰が読んでも分かりやすく，取り入れることが平易な手法であることを実感させることに努めた。 
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